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第４７回商工会全国大会、ミニ情報、紙面紹介
岩﨑会長新年あいさつ、仁坂県知事新年あいさつ
岡鼻県青連会長新年あいさつ、商工会議所との統合問題－県選
出国会議員への陳情－地域の再生・商工会危機突破－第４７回商
工会全国大会を開催－
成輪県女性連新年あいさつ、県知事との懇談会－商工会議所との
合併は自主性を尊重－、近畿ブロック知事会長に要望、人事権の
一元化を決議－臨時総会を開催－
経営ワンポイントアドバイス～専門家に聞く～
こんな事業所みつけた　すさみ町「ホテルベルヴェデーレ」
商工会の税務申告の相談日程、貯蓄共済の保有増加を目指して
－近畿府県連合同キャンペーン終わる、全国健康保険協会とは？
各種共済制度、設立3０周年記念講演－岩出市商工会青年部、
県連行事予定メモ、金利のお知らせ

ニ 報ミ 情
【１月】
１日（火）◆元旦
　　　　　「はたちの献血」　
　　　　　キャンペーン
� （～2月２９日）
　　　　◆冬の省エネキャン

ペーン�（12月1日～
3月31日）

２日（水）◆新年一般参賀
10日（木）◆「１１０番」の日
14日（月）◆成人の日
24日（木）◆全国学校給食週間
� （～30日）
26日（土）◆文化財防火デー

【２月】
◆北方領土返還運動全国強
調月間

◆省エネルギー月間
１日（金）◆生活習慣病予防

週間�（～７日）
２日（土）◆世界湿地の日
７日（木）◆北方領土の日
11日（月）◆建国記念の日
18日（月）◆平成19年分の所

得税の確定申告
� （～３月17日）
20日（水）◆旅券の日
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

商
工
会
会
員
並
び
に
関
係
者
の
皆
様
方
に
は
健
や
か
な
新
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
来
の
我
が
国
経
済
は
、
個
人
消
費
が
伸
び
悩
み
、
設
備
投
資
が
一
時
的

に
減
少
し
た
上
、
原
油
価
格
の
高
騰
や
米
国
の
高
金
利
型
住
宅
ロ
ー
ン
市
場
の

崩
壊
、
為
替
レ
ー
ト
の
急
激
な
変
動
な
ど
の
リ
ス
ク
に
よ
る
影
響
で
足
踏
み
状

態
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

中
小
企
業
に
お
い
て
も
、地
域
、業
種
、企
業
規
模
に
よ
り
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、

原
材
料
の
上
昇
に
よ
る
販
売
価
格
へ
の
転
嫁
が
困
難
と
な
る
と
と
も
に
、
人
件

費
の
圧
迫
も
加
わ
っ
て
企
業
収
益
が
伸
び
悩
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
企
業
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
収
益
確
保
は
も
と
よ
り
、
地
域

資
源
を
活
用
し
な
が
ら
経
営
の
品
質
を
高
め
る
こ
と
が
最
優
先
の
課
題
で
あ
り
、

商
工
会
は
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
と
個
別
に
向
か
い
合
い
、
経
営
に
関
す
る
よ
り
具

体
的
な
提
案
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
商
工
会
に
お
け
る
経
営
資
源
を
集
約
化
し
た
支
援
体
制
の
構
築

化
を
め
ざ
し
、
単
独
の
商
工
会
で
実
現
で
き
な
い
こ
と
は
複
数
の
商
工
会
が
ス

ク
ラ
ム
を
組
ん
で
対
応
す
る
広
域
協
議
会
体
制
の
強
化
や
商
工
会
職
員
の
人
事

権
の
一
元
化
な
ど
の
環
境
整
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
町
村
合
併
に
伴
い
最
多
で
４４
の
商
工
会
が
３８
と
な
り
、
現
在
も
い

く
つ
か
の
地
域
が
合
併
を
検
討
し
て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
地
域
小
規
模
事
業

者
の
支
援
と
い
う
使
命
を
果
た
そ
う
と
努
め
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
地
域

総
合
経
済
団
体
と
し
て
の
「
商
工
会
」
の
存
在
意
義
が
見
直
さ
れ
て
い
る
中
、

本
県
の
商
工
施
策
で
あ
る
「
地
域
産
業
資
源
活
動
事
業
」
や
「
企
業
に
お
け
る

事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）」
を
商
工
会
事
業
に
据
え
て
行
く
こ
と
も
重
要
だ
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
商
工
会
並
び
に
役
職
員
の
皆
様
に
は
今
後
一
層
の

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
本
年
が
希
望
あ
る
幕
明

け
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
商
工
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
健
や
か

に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

知
事
と
し
て
二
度
目
の
正
月
を
故
郷
の
空
の
下
で
迎
え
、「
知
事
就
任
時
の
初
心
を
忘

れ
ず
、
誠
心
誠
意
和
歌
山
県
に
尽
く
す
。」
こ
と
を
新
年
の
誓
い
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
よ
う
や
く
本
県
の
経
済
に
明
る
い
兆
し
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
昨
年
発
表
さ
れ

た
、
住
友
金
属
工
業
の
新
高
炉
建
設
や
松
下
電
池
工
業
の
工
場
増
設
を
始
め
、
県
内
企
業

の
新
た
な
設
備
投
資
が
動
き
出
し
ま
し
た
。
こ
の
勢
い
を
追
い
風
に
し
て
、
な
お
一
層
の

産
業
振
興
、企
業
誘
致
を
推
進
し
、若
い
人
達
の
働
く
場
を
確
保
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

商
工
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
相
談
・
巡
回
指
導
を
通
じ
て
小
規
模
事
業
者
に
対
す
る

き
め
細
か
な
経
営
指
導
に
取
り
組
ま
れ
る
と
と
も
に
、
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
の
特
産
品
開

発
を
支
援
す
る
地
域
の
総
合
経
済
団
体
と
し
て
、
地
域
に
密
着
し
た
活
動
も
展
開
さ
れ
て

お
り
、
小
規
模
事
業
者
を
は
じ
め
と
す
る
商
工
業
者
の
方
々
の
知
恵
袋
と
し
て
、
今
後
も

商
工
業
者
の
指
導
育
成
の
た
め
活
動
を
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
小
企
業
が
地
域
資
源
を
活
用
し
て
行
う
新
た
な
事
業
展
開
を
支
援
す
る
「
地

域
資
源
活
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
や
昨
年
末
、
本
県
で
組
成
い
た
し
ま
し
た
「
わ
か
や
ま
中
小

企
業
元
気
フ
ァ
ン
ド
」
な
ど
も
最
大
限
活
用
し
て
い
た
だ
き
、
地
域
の
発
展
の
源
と
し
て

活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
は
、
平
成
20
年
と
い
う
節
目
の
年
で
あ
り
、
今
後
10
年
間
の
和
歌
山
県
の
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
と
な
る
「
和
歌
山
県
長
期
総
合
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。
本
県
も
厳
し
い
財

政
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
新
た
な
飛
躍
に
向
か
っ
て
す
べ
て
の
県
民
と
将
来
の
夢
を
共
有

し
、
多
く
の
方
々
と
力
を
合
わ
せ
て
、
着
実
な
一
歩
一
歩
を
進
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

和
歌
山
県
が
良
く
な
り
元
気
に
な
る
た
め
に
、
大
き
い
夢
を
抱
き
高
い
理
想
を
持
つ
こ

と
は
大
事
な
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
実
践
し
て
夢
に
近
づ
け
て
い
く
か
が
、

特
に
地
方
行
政
に
お
い
て
は
重
要
で
す
。
机
上
の
論
理
か
ら
生
ま
れ
た
全
国
一
律
の
施
策

だ
け
で
は
多
様
な
個
性
を
も
つ
地
域
に
な
じ
ま
ず
、
現
場
に
は
根
付
き
ま
せ
ん
。

　

今
後
も
精
力
的
に
現
場
に
出
か
け
て
、
皆
様
と
意
見
を
交
わ
し
、
和
歌
山
県
の
資
源
を

磨
き
、
持
て
る
力
を
生
か
し
切
る
道
を
拓
い
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り
、
商
工
会
の
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
県
政

へ
の
な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
今
の
我
が
国
経
済
は
、
景
気
回
復
感
が
広
が
り
を
見
せ
始

め
て
い
る
と
は
言
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
回
復
に
は
企
業
規
模
や

地
域
に
よ
り
格
差
が
あ
り
、
中
小
企
業
や
地
域
経
済
ま
で
幅
広

く
浸
透
し
て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
ま
た
、
一
方
で
は
原
油

価
格
の
高
止
ま
り
な
ど
不
安
定
要
因
も
あ
り
、
我
々
商
工
会
地

域
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
商
工
会
青
年
部
は
地
域
の
伝
統
と

文
化
を
守
り
な
が
ら
、
日
々
の
活
動
を
通
し
て
地
域
振
興
発
展

に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
、
将
来
の
地
域
経
済
の

担
い
手
と
し
て
、
そ
の
責
任
と
立
場
を
自
覚
し
、
自
ら
率
先
し

て
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
拡
大
や
個
々
の
経
営
革
新
に
取
り
組

ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

  

現
在
、
部
員
の
減
少
や
商
工
会
合
併
の
進
展
等
、
我
々
を
取

り
巻
く
環
境
が
激
変
し
て
い
く
中
で
、
商
工
会
青
年
部
が
、
新

し
い
時
代
に
向
け
て
何
が
で
き
る
の
か
、
真
剣
に
模
索
し
行
動

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
こ
そ
、
我
々
商
工
会
青
年
部
員
は
若
手
企
業
家
と
し
て
の

自
覚
を
持
ち
、
事
業
経
営
は
も
と
よ
り
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
責
任
を
果
た
し
、
新
し
い
時
代
を
切
り
拓
い
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
も
昨
年
５
月
か
ら
県
青
連
会
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
副
会
長
は
じ
め
役
員
の
方
々
と

と
も
に
、県
下
の
商
工
会
青
年
部
が
よ
り
一
層
連
絡
を
密
に
し
、

連
携
を
図
っ
て
い
け
る
よ
う
精
一
杯
頑
張
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
県
青
連
事
業
へ
の
皆
様
方
の
更
な
る
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
方
の
ご
繁
栄
と
ご
健
勝
を
心

か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

新
し
い
時
代
を
切
り
拓
く

�

青
年
部
と
し
て
！！

和
歌
山
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会

�

会
長　

岡　

鼻　
　
　

崇

　

去
る
11
月
28
日
、
本
県
選
出
の
国
会
議
員
に
対
し
岩
﨑
健
男
県
連

会
長
、
森
田
敏
行
同
副
会
長
、
武
内
廣
至
同
副
会
長
、
相
葉
栄
樹
同

専
務
理
事
が
商
工
会
全
国
大
会
の
決
議
に
関
す
る
陳
情
を
行
っ
た
。

【
要
望
内
容
】

　

①　

商
工
会
と
商
工
会
議
所
と
の
合
併
に
係
る
安
易
な
考
え
に
よ

る
法
整
備
の
動
き
が
一
部
の
知
事
や
知
事
等
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い

る
私
的
研
究
会
で
こ
こ
数
年
前
か
ら
起
こ
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
両
団
体
は
地
域
商
工
業
者
が
自
主
的
に
設
立
し
た

組
織
で
あ
り
、
商
工
会
は
キ
メ
細
か
な
相
談
・
支
援
を
行
っ
て
お
り
、

地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
、
両
者
の
合
併
に
つ
い
て
は
自
主

判
断
に
よ
る
べ
き
、
と
日
本
商
工
会
議
所
と
全
国
商
工
会
連
合
会
が

平
成
17
年
３
月
31
日
に
確
認
し
合
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
従
っ

て
、
１
行
政
地
域
１
経
済
団
体
と
い
っ
た
地
区
原
則
や
効
率
的
観
点

に
よ
る
強
制
的
な
措
置
は
不
要
と
い
っ
た
姿
勢
を
全
国
商
工
会
連
合

会
・
各
都
道
府
県
商
工
会
連
合
会
と
と
も
に
堅
持
し
て
い
る
。
今
回
、

こ
の
こ
と
を
強
調
し
て
国
会
議
員
各
氏
に
要
望
を
行
っ
た
。

　

②　

中
小
企
業
の
事
業
承
継
円
滑
化
の
た
め
の
税
制
措
置
に
つ
い

て
は
、
単
に
一
企
業
の
経
営
者
の
交
代
に
留
ま
ら
ず
、
従
業
員
の
生

活
、
取
引
先
や
関
連
企
業
等
の
事
業
・
経
営
、
さ
ら
に
は
地
域
社
会

に
も
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
り
、
税
制
等
が
円
滑
な
事
業
承
継
を

阻
害
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
配
慮
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、

非
上
場
株
式
等
の
事
業
用
資
産
に
係
る
相
続
税
は
５
年
程
度
の
一
定

期
間
の
事
業
継
続
等
を
前
提
に
非
課
税
と
す
べ
き
で
あ
り
、
事
業
を

承
継
す
る
者
の
相
続
税
の
減
免
を
図
る
包
括
的
な
事
業
承
継
税
制
の

確
立
を
お
願
い
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
二
階
俊
博
自
由
民
主
党
総
務
会
長
は
「
商
工
会
と
商

工
会
議
所
の
強
制
合
併
に
つ
い
て
は
和
歌
山
県
の
商
工
会
と
し
て
は

反
対
と
認
識
し
、
両
団
体
の
自
主
的

な
運
営
に
任
せ
る
べ
き
で
あ
る
。
強

制
合
併
は
不
要
。
ま
た
、
中
小
企
業

の
事
業
承
継
円
滑
化
の
た
め
の
税
制

措
置
に
つ
い
て
も
配
慮
す
る
よ
う
に

進
め
て
い
く
」
と
力
強
く
語
り
、
ま

た
、
谷
本
龍
哉
経
済
産
業
部
会
長
と

石
田
真
敏
経
済
産
業
部
会
副
部
会
長

（
事
業
承
継
問
題
検
討
小
委
員
会
副

委
員
長
）
は
、「
現
在
、
経
済
産
業

部
会
で
は
、
中
小
企
業
の
た
め
税
制

改
正
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
地
域
の

中
小
企
業
者
が
ス
ム
ー
ズ
に
事
業
承

継
が
で
き
、
倒
産
と
な
ら
な
い
よ
う

に
頑
張
っ
て
い
る
」
と
本
会
か
ら
の

　

去
る
11
月
29
日（
木
）、
福
田
康
夫
内
閣
総
理
大
臣
、
甘
利
明
経

済
産
業
大
臣
、二
階
俊
博
自
由
民
主
党
総
務
会
長
等
が
臨
席
の
中
、

全
国
の
商
工
会
会
長
等
３
０
０
０
人
が
一
同
に
集
い
、
第
47
回
商

工
会
全
国
大
会
が
渋
谷
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　

本
県
か
ら
は
57
名
が
参
加
し
「
商
工
会
危
機
突
破
」
の
は
ち
ま

き
を
締
め
、「
地
域
再
生
商
工
会
危
機
突
破
」う
ち
わ
を
右
手
に「
地

域
再
生
の
た
め
に
頑
張
ろ
う
！
」、「
一
丸
と
な
っ
て
商
工
会
の
危

機
を
突
破
し
よ
う
」
と
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
挙
げ
た
。

　

ま
た
、
同
大
会
に
お
い
て
本
県
で
経
営
改
善
普
及
事
業
に
功
績

の
あ
っ
た
個
人
32
名
が
中
小
企
業
庁
長
官
表
彰
等
を
受
彰
し
た
。

被
表
彰
者
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
。

中
小
企
業
庁
長
官
表
彰
（（　

）
内
は
商
工
会
名
、
敬
称
略
）

◇
優
良
職
員
（
１
名
）

園
出　

邦
弘
（
み
な
べ
町
）

全
国
連
会
長
表
彰

◇
役
員
功
労
者
（
２８
名
）

木
村　

隆
男
（
粉 

河 

町
）
松
井　

典
子
（
粉 

河 

町
）

仁
井
田
満
男
（
桃 

山 

町
）
小
椋　

昭
男
（
貴
志
川
町
）

千
田　
　

勇
（
貴
志
川
町
）
池
田　

喜
信
（
か
つ
ら
ぎ
町
）

楠
本　

保
久
（
か
つ
ら
ぎ
町
）
渋
田　

康
宏
（
か
つ
ら
ぎ
町
）

松
本　

宣
雄
（
九
度
山
町
）
木
村　

勝
弘
（
九
度
山
町
）

寺
杣　
　

覚
（
湯 

浅 

町
）
上
野　

洋
靖
（
湯 

浅 

町
）

岡
﨑
登
久
三
（
湯 

浅 

町
）
坂
口　

英
二
（
湯 

浅 

町
）

出
水　

竹
夫
（
湯 

浅 

町
）
中　
　

善
隆
（
湯 

浅 

町
）

東　
　

正
一
（
湯 

浅 

町
）
岩
本　

恵
子
（
み
な
べ
町
）

井
出　
　

進
（
み
な
べ
町
）
田
中　

真
二
（
み
な
べ
町
）

林　
　

由
美
（
中
辺
路
町
）
堀　
　
　

正
（
串 

本 

町
）

堀　
　

周
雄
（
串 

本 

町
）
玉
置　

勝
視
（
熊
野
川
町
）

小
谷　

保
夫
（
熊
野
川
町
）
仲　
　

一
郎
（
熊
野
川
町
）

西
谷　

弘
美
（
熊
野
川
町
）
岡
崎　

則
次
（
熊
野
川
町
）

◇
女
性
部
功
労
者
（
１
名
）

松
本　

賀
美
（
金 

屋 

町
）

◇
優
良
常
勤
役
職
員
（
２
名
）

岡
田
美
誌
枝
（
み
な
べ
町
）
松
本　

哲
也
（
県　
　

連
）

商
工
会
議
所
と
の
統
合
問
題

�

～
県
選
出
国
会
議
員
へ
の
陳
情
～

地
域
の
再
生
・
商
工
会
危
機
突
破

�

第
47
回
商
工
会
全
国
大
会
を
開
催

二階俊博自由民主党総務会長にお願いする
県連正副会長

意
を
受
け
止
め
た
。
さ
ら
に
、
政
府
与
党
西
義
博
衆
議
院
議
員
、
世

耕
弘
成
参
議
院
議
員
、
鶴
保
庸
介
参
議
院
議
員
に
も
同
様
に
陳
情
し

た
ほ
か
、
参
議
院
の
第
１
党
で
あ
る
民
主
党
の
大
江
康
弘
参
議
院
議

員
に
も
お
願
い
し
た
。
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小
規
模
事
業
者
へ
の
支
援
体
制
を
強
化
し
て
い
く
た
め
、
和
歌
山

県
商
工
会
連
合
会
（
岩
﨑
健
男
会
長
）
は
11
月
26
日
、
白
浜
町
に
お

い
て
臨
時
総
会
を
開
催
し
、
人
事
権
の
一
元
化
の
実
施
に
向
け
た
「
人

事
権
一
元
化
要
領
」
と
「
商
工
会
等
職
員
人
事
異
動
規
則
」
を
満
場

一
致
で
可
決
承
認
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
商
工
会
職
員
に
対
す
る
人
事
権
は
、
平
成
20
年

４
月
１
日
付
け
を
も
っ
て
県
連
会
長
に
帰
属
す
る
こ
と
に
な
り
、
同

日
付
で
現
行
の
商
工
会
へ
出
向
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

一
元
化
の
対
象
職
員
に
つ
い
て
は
、
和
歌
山
県
小
規
模
事
業
経
営
支

援
事
業
費
補
助
金
交
付
要
綱
に
定
め
る
事
務
局
長
、
経
営
指
導
員
、

補
助
員
及
び
記
帳
専
任
職
員
で
す
。
対
象
職
員
は
所
属
す
る
商
工
会

長
に
転
籍
同
意
書
を
提
出
し
、
同
商
工
会
長
は
、
県
連
合
会
長
に
転

籍
同
意
書
の
写
し
を
添
え
て
職
員
の
転
籍
同
意
書
を
提
出
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
そ
の
後
、
職
員
と
県
連
会
長
の
間
で
労
働
契
約
が
締

結
さ
れ
、
４
月
１
日
に
は
採
用
及
び
出
向
辞
令
が
交
付
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
各
商
工
会
に
よ
っ
て
一
部
異

な
る
給
与
規
程
・
服
務
規
程
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
現
在
同
規
程
の
統
一
に
向

け
整
備
を
行
っ
て
お
り
、
職
員
の
人
事

異
動
は
平
成
21
年
４
月
ま
で
に
行
う
こ

と
と
な
り
ま
す
。
商
工
会
組
織
の
大
改

革
の
た
め
、
商
工
会
員
様
に
は
ご
理
解

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
商
工
会
組
織
の
大
改
革
の
た

め
、
商
工
会
員
様
に
は
ご
理
解
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

去
る
12
月
５
日
（
水
）、
和
歌
山
市
・
ア
バ
ロ
ー
ム
紀
の

国
に
お
い
て
、
県
連
正
副
会
長
、
同
専
務
理
事
、
県
商
工

会
青
年
部
連
合
会
代
表
、
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
代
表

が
出
席
の
も
と
仁
坂
吉
伸
県
知
事
と
の
懇
談
会
を
開
催
し

た
。

　

席
上
、
岩
﨑
県
連
会
長
は
「
①
同
一
行
政
地
区
内
の
商

工
会
と
商
工
会
議
所
の
強
制
に
よ
る
統
合
の
阻
止
②
商
工

会
合
併
に
伴
う
職
員
設
置
基
準
の
見
直
し
③
平
成
20
年
度

小
規
模
事
業
経
営
支
援
事
業
費
補
助
金
の
満
額
確
保
」
に

つ
い
て
の
配
慮
を
お
願
い
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
仁
坂
知
事
は
「
商
工
会
が
会
議
所
と
の

合
併
に
つ
い
て
、
現
状
維
持
を
主
張
し
て
い
る
の
に
、
行

政
か
ら
強
制
的
に
合
併
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、
民
主
主

義
に
反
す
る
。
商
工
会
議
所
と
の
合
併
に
つ
い
て
は
あ
く

ま
で
会
員
の
意
志
を
尊
重
す
べ
き
で
あ
り
、
強
制
的
に
行

う
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。

ま
た
、
商
工
会
が
合
併
す
る
こ

と
で
人
件
費
削
減
や
職
員
が
大

幅
に
減
少
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
に
配
慮
す
る
。
20
年
度
の
同

補
助
金
に
つ
い
て
は
、
三
位
一

体
の
改
革
や
行
財
政
プ
ラ
ン
の

見
直
し
の
中
で
考
え
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

県
知
事
と
の
懇
談
会

�

商
工
会
議
所
と
の
合
併
は
自
主
性
を
尊
重

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
年
「
子
年
」
の
希
望
に
溢
れ
る
幕
開
け
に
、

心
か
ら
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

　

昨
年
は
皆
様
方
の
ご
協
力
に
よ
り
、
女
性
部
の
特
性
を

生
か
し
た
活
動
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

  

さ
て
、
昨
年
の
日
本
の
景
気
は
、
原
油
価
格
の
高
騰
や

企
業
の
設
備
投
資
が
一
時
的
に
落
ち
込
む
な
ど
の
マ
イ
ナ

ス
要
因
が
あ
っ
た
も
の
の
、
緩
や
か
な
が
ら
も
好
況
で
あ

る
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

  

し
か
し
、
こ
の
様
な
状
況
は
、
大
都
市
圏
や
中
小
企
業

の
一
部
の
成
長
で
あ
り
、
私
達
地
方
に
暮
ら
す
者
や
小
規

模
事
業
者
の
景
気
回
復
に
は
程
遠
く
、
地
域
間
格
差
が
拡

大
す
る
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
商
工
会
の
合
併
も
進
み
、
商
工
会
を
取
り
巻
く

環
境
も
大
き
く
変
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

県
下
３８
商
工
会
女
性
部
に
つ
き
ま
し
て
も
、
部
員
の
減

少
や
高
齢
化
な
ど
人
材
の
確
保
と
育
成
に
つ
い
て
深
刻
な

問
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
問
題
を
克
服
す
る
た
め
に
は
、
近
隣
の
女
性

部
と
連
携
強
化
を
図
り
、
会
員
相
互
間
の
友
愛
を
今
ま
で

以
上
に
深
め
、
効
果
的
な
事
業
を
展
開
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、部
員
増
強
運
動
、特
に
若
手
部
員
の
加
入
促
進
・

育
成
に
力
を
注
ぎ
活
力
あ
る
組
織
と
し
て
活
動
し
続
け
る

こ
と
が
地
域
力
を
高
め
る
こ
と
に
繋
が
っ
て
行
く
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
「
人
」「
企
業
」「
地
域
」
が
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
活
か
し

持
続
的
に
成
長
し
、
賑
わ
い
の
あ
る
町
づ
く
り
の
た
め
に

一
層
の
努
力
を
重
ね
、
地
域
の
支
え
と
な
る
よ
う
皆
様
と

共
に
頑
張
っ
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
ご
繁
栄
と
ご
家
族
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
年
の

始
め
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

部
員
増
強
と
地
域
の
活
性
化
で

�

賑
わ
い
の
あ
る
町
づ
く
り
を
!!

�

和
歌
山
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会　
　
　

�

会
長　

成
輪　

由
紀
子

　

去
る
12
月
18
日
（
火
）、
大
津
市
・
滋
賀
県
庁
に
お
い
て
、

近
畿
府
県
商
工
会
連
合
会
連
絡
協

議
会
（
会
長
：
和
歌
山
県
商
工
会
連

合
会
会
長　

岩
﨑
健
男
）
が
６
府
県

の
商
工
会
連
合
会
長
等
と
と
も
に

嘉
田
由
紀
子
滋
賀
県
知
事
（
近
畿
ブ

ロ
ッ
ク
知
事
会
長
）
に
「
商
工
会
と

商
工
会
議
所
は
地
域
商
工
業
者
が

自
主
的
に
設
立
し
た
組
織
で
あ
る
。

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
知
事
会
長
に
要
望

〝
人
事
権
の
一
元
化
〟実
施
を
決
議

�

～
臨
時
総
会
を
開
催
～

仁坂県知事に要望書を手渡し
する岩﨑県連会長

嘉田知事に要望する近畿
７府県連会長

両
団
体
の
合
併
に
は
十
分
慎
重
で
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
自

主
的
な
議
論
の
結
果
を
尊
重
し
て
ほ
し
い
」と
要
望
し
た
。

新
会
長
の
ご
紹
介

商
工
会
名
：
龍
神
村
商
工
会

氏　
　

名
：
岩　

手　

仁　

士　

氏

　
　
　
　
　
（
い
わ
て　

ひ
と
し
）

就 

任 

日
：
平
成
１９
年
１０
月
１９
日

事
業
所
名
：
岩
手
商
店
（
小
売
業
）
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新
し
く
な
っ
た
減
価
償
却
の
計
算

に
つ
い
て

　

減
価
償
却
は
、
毎
年
、
決
算
時
に
計
算
し

て
き
た
な
じ
み
の
あ
る
処
理
か
と
思
い
ま

す
。
近
年
、
矢
継
ぎ
早
に
減
価
償
却
に
つ
い

て
の
改
正
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
目
的

は
、
①
減
価
償
却
の
償
却
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ

よ
う
、
②
減
価
償
却
の
仕
組
み
（
資
産
の
種

類
区
分
な
ど
）
を
も
っ
と
簡
単
に
し
よ
う
、

と
い
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

　

で
は
、
具
体
的
に
、
い
つ
か
ら
、
ど
う
変

わ
る
の
か
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

平
成
１９
年
４
月
１
日
以
降
取
得
の

資
産
に
つ
い
て（
個
人
・
法
人
と
も
）

　

も
う
す
で
に
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
が
、

平
成
１９
年
の
４
月
以
降
に
取
得
し
た
資
産
に

つ
い
て
は
、
今
ま
で
と
計
算
方
法
が
変
わ
っ

て
い
ま
す
。

（
１
）
定
額
法
の
変
更
点

　

こ
れ
ま
で
定
額
法
の
計
算
に
つ
い
て
は
、

「
取
得
価
額
×
０
．
９
×
償
却
率
」
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
４
月
１
日
以
降
に

取
得
し
た
資
産
か
ら
は
、「
取
得
価
額
×
新

償
却
率
」
と
な
り
、「
×
０
．
９
」
の
計
算

が
な
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
い
ま

ま
で
取
得
価
額
の
１０
％
を
残
存
価
額
と
し
て

残
し
て
い
ま
し
た
が
、
１
０
０
％
償
却
し
て

い
く
形
に
変
わ
り
ま
し
た
。
事
業
者
に
と
っ

て
は
あ
り
が
た
い
改
正
と
い
え
ま
す
。

　

個
人
の
方
は
、
平
成
１９
年
分
の
確
定
申
告

か
ら
変
わ
り
ま
す
の
で
、
４
月
１
日
以
降
の

資
産
が
あ
れ
ば
、
と
く
に
注
意
し
て
計
算
し

て
く
だ
さ
い
。

（
２
）
定
率
法
の
変
更
点　

　

定
率
法
も
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
計
算

の
仕
方
自
体
は
、
前
半
は
今
ま
で
と
同
じ
な

の
で
す
が
、「
償
却
保
証
額
」
と
い
っ
た
考

え
方
が
導
入
さ
れ
、「
償
却
保
証
額
」
を
計

算
結
果
が
下
回
る
と
、
コ
ロ
ッ
と
計
算
方
法

が
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
少
し
、
事
例
を

使
っ
て
解
説
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

（
資
料
１
）
を
見
て
下
さ
い
。
取
得
価
額

１
０
０
万
円
、
耐
用
年
数
６
年
の
資
産
の
計

算
例
で
す
。
今
ま
で
に
な
か
っ
た
「
保
証
率

０
．
０
５
７
７
６
」
が
あ
り
ま
す
。
取
得
価

額
の
１
０
０
万
円
に
、
こ
の
保
証
率
０
．

０
５
７
７
６
を
か
け
た
数
字
５
７
７
６
０
円

が
、
償
却
保
証
額
と
な
り
ま
す
。
定
率
法
で

は
、
ご
承
知
の
と
お
り
、
年
々
償
却
額
が
少

な
く
な
っ
て
い
き
ま
す
が
、
新
制
度
に
お
い

て
は
、
最
低
の
償
却
保
証
を
行
い
、
も
し
、

償
却
保
証
額
を
下
回
る
よ
う
に
な
っ
た
時
に

は
、
計
算
方
法
を
コ
ロ
ッ
と
変
え
て
、
減
価

償
却
費
を
一
定
金
額
以
上
に
キ
ー
プ
す
る
、

と
い
っ
た
形
が
と
ら
れ
ま
す
。

　

少
し
資
料
を
解
説
し
ま
す
と
、
４
年
目
ま

で
は
何
も
な
く
、
今
ま
で
ど
お
り
の
計
算
方

法
で
進
ん
で
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
５
年
目

に
償
却
費
を
計
算
す
る
と
、
４
８
１
７
３
円

と
な
り
、
償
却
保
証
額
を
下
回
り
ま
す
。
こ

こ
か
ら
が
新
し
い
計
算
に
な
り
ま
す
。

　

す
な
わ
ち
、
５
年
目
の
期
首
帳
簿
価
額

１
１
５
５
２
５
円
を
使
っ
て
、
そ
れ
に
「
改

定
償
却
率
０
．
５
０
０
」を
か
け
る
の
で
す
。

す
る
と
結
果
５
７
７
６
２
円
と
い
っ
た
償
却

保
証
額
以
上
の
減
価
償
却
費
が
計
算
さ
れ
ま

す
。
以
後
は
、
期
末
帳
簿
価
額
が
１
円
に
な

る
ま
で
同
じ
減
価
償
却
費
が
計
上
さ
れ
ま

す
。
ま
る
で
、
前
半
は
今
ま
で
の
定
率
法
、

償
却
保
証
額
を
下
回
っ
て
か
ら
は
「
定
額
法

の
よ
う
な
」
形
に
な
る
の
で
す
。

（
３
）
備
忘
記
録
は
１
円
の
こ
し
ま
す

　

新
し
く
な
っ
た
減
価
償
却
で
も
、
最
後
に

１
円
の
備
忘
記
録
を
の
こ
す
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
注
意
し
て
下
さ
い
。

　

平
成
１９
年
３
月
３１
日
以
前
取
得
の

資
産
に
つ
い
て
（
個
人
・
法
人
と
も
）

　

今
ま
で
に
取
得
し
て
い
た
資
産
に
つ
い
て

も
、
残
存
価
額
１
円
ま
で
、
追
加
し
て
減
価

償
却
が
で
き
ま
す
。
す
で
に
残
存
価
額
の

５
％
ま
で
償
却
が
済
ん
で
い
る
資
産
に
つ
い

て
は
、追
加
し
て
費
用
計
上
が
で
き
る
た
め
、

あ
り
が
た
い
改
正
と
い
え
ま
す
。

　

実
際
の
計
算
方
法
は
、
償
却
限
度
額
ま
で

到
達
し
た
翌
期
か
ら
、
５
年
に
わ
た
っ
て
均

等
額
を
減
価
償
却
費
に
計
上
し
て
い
き
ま

す
。（
資
料
２
参
照
）

　

個
人
は
平
成
２０
年
分
か
ら
、
法
人
は
平
成

１９
年
４
月
１
日
以
降
開
始
の
期
間
か
ら

　

残
存
価
額
５
％
を
５
年
間
で
均
等
償
却
し

て
い
く
方
法
は
、
個
人
に
つ
い
て
は
平
成
２０

年
分
の
確
定
申
告
（
す
な
わ
ち
平
成
２１
年
提

出
分
）
か
ら
、
法
人
は
１９
年
４
月
１
日
以
降

に
ス
タ
ー
ト
す
る
事
業
年
度
か
ら
適
用
さ
れ

ま
す
。

　

新
し
い
減
価
償
却
の
し
く
み
、
ご
理
解
い

た
だ
け
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
？
慣
れ
る
ま
で

と
ま
ど
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
慎
重

に
進
め
て
い
け
ば
き
っ
と
大
丈
夫
で
す
。
分

か
ら
な
い
と
き
は
、
い
つ
で
も
近
く
の
商
工

会
さ
ん
へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

経営
　アドバイス

ワン
ポイント

税理士・中小企業診断士
社会保険労務士

水 城　　実　氏
水城会計事務所
〒640̶8227 和歌山市西汀丁26番地
県経済センタービル５階
☎073（428）8151　info@mizuki-acc.jp

専門家に聞く

お
問
い
合
わ
せ
は
、
近
く

の
商
工
会
ま
た
は
県
商
工

会
連
合
会
へ

（資料１）
取得価額１００万円　耐用年数６年　の計算例
（新定率法の償却率　０．４１７、保証率０．０５７７６、改定償却率０．５００）

１年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ６年目
期首帳簿価額 １,０００,０００ ５83,０００ 339,889 １98,１５６ １１５,５2５ ５７,７６3
償却額 ４１７,０００ 2４3,１１１ １４１,７33 82,６3１ ４8,１７3 2４,０8７
償却保証額 ５７,７６０ ５７,７６０ ５７,７６０ ５７,７６０ ５７,７６０ ５７,７６０
改定取得価額
×改定償却率 ５７,７６2 ５７,７６2

期末帳簿価額 ５83,０００ 339,889 １98,１５６ １１５,５2５ ５７,７６3 １

（資料２）
9５％まで償却が済んだ後の減価償却の計算
（取得価額×５％−１円）×１2／６０ヶ月（５年）＝１年分の減価償却費
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癒
し
空
間
へ
よ
う
こ
そ
！

場
は
満
室
と
な
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

　

客
層
は
、若
い
方
が
多
く
、年
配
の
方
も
結
構

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
定
期
的
に
年
に
数
回
の

方
も
あ
り
、
中
に
は
毎
月
来
ら
れ
る
方
も
あ
り

ま
す
。

	

何
か
特
別
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

	

す
さ
み
町
は
パ
ロ
デ
ィ
国
家
「
イ
ノ
ブ
ー

タ
ン
王
国
」
と
し
て
も
有
名
で
県
畜
産
試
験
場

で
「
イ
ノ
ブ
タ
」
を
飼
育
し
て
い
ま
す
。
当
ホ

テ
ル
で
も
裏
山
で
飼
育
を
始
め
、
現
在
で
は
70

～
80
頭
を
飼
育
し
て
い
ま
す
。「
イ
ノ
ブ
タ
」

と
い
う
と
、
イ
メ
ー
ジ
が
悪
く
、
肉
が
に
お
う

の
で
は
な
い
か
と
敬
遠
さ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
が
、
に
お
い
は
な
く
、
ブ
タ
よ
り
も

脂
肪
が
少
な
く
ミ
ネ
ラ
ル
を
多
く
含
ん
で
食
べ

や
す
い
と
評
判
で
す
。
た
だ
、
コ
ス
ト
が
か
か

る
の
が
難
点
で
す
。
も
っ
と
町
全
体
で
ア
ピ
ー

ル
し
、「
イ
ノ
ブ
タ
」
を
広
め
て
い
け
ば
、
活

性
化
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

	

一
番
思
い
出
に
残
る
経
験
が
あ
れ
ば
教
え

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
い
ま
ま
で
ご
苦
労
さ
れ

た
こ
と
は
何
で
す
か
。

	

お
客
様
に
「
こ
こ
に
来
れ
ば
、
落
ち
着
く
」

「
癒
し
の
世
界
に
入
れ
る
」
と
言
っ
て
く
れ
る

こ
と
が
一
番
う
れ
し
い

で
す
。

　

私
は
、
す
さ
み
町
を

活
性
化
さ
せ
、
よ
り
よ

い
町
づ
く
り
を
し
よ
う

と
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。
地
域
と
一
体
と
な

っ
て
、
同
町
全
体
が
伸

び
て
い
く
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

	

商
工
会
を
ど
の
よ
う
に

活
用
し
て
い
ま
す
か
。

	

経
営
指
導
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
社
員
70
～
80

名
が
勤
務
し
て
い
る
の
で
、

労
働
保
険
、労
務
管
理
、
助

成
金
の
申
請
等
さ
ま
ざ
ま

な
面
で
商
工
会
に
は
お
世

話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

来
年
度
は
、
商
工
会
か
ら
「
イ
ノ
ブ
タ
」
を

特
産
品
と
し
て
、
全
国
展
開
支
援
事
業
に
参
画

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
地

域
活
性
化
が
で
き
る
よ
う
に
事
業
に
参
加
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

	

今
後
の
展
望
や
課
題
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た

い
こ
と
な
ど
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

	

滞
在
型
で
リ
ピ
ー
タ
ー
の
お
客
様
を
増
や

す
こ
と
を
第
一
に
考
え
て
い
ま
す
。
今
は
観
光

だ
け
で
は
だ
め
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
来
て
頂

い
た
お
客
様
に
参
加
し
、
体
験
し
て
も
ら
う
こ

と
を
念
頭
に
お
い
て
い
ま
す
。

　

車
い
す
の
方
に
も
安
心
し
て
利
用
し
て
頂
け

る
よ
う
、
ベ
ッ
ド
と
和
室
が
あ
る
身
障
用
の
お

部
屋
も
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
海
を
眺
望
で
き

る
足
湯
コ
ー
ナ
ー
に
も
車
い
す
専
用
デ
ッ
キ
を

併
設
し
て
い
ま
す
。

	

ホ
テ
ル
の
紹
介
を
し
て
く
だ
さ
い
。

	

大
阪
で
会
社
を
経
営
し
て
い
ま
し
た
が
、

売
却
し
、
す
さ
み
町
を
次
の
郷
里
と
し
て
移
り

住
み
釣
り
三
昧
の
生
活
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ

ん
な
時
、
す
さ
み
町
が
「
い
こ
い
の
村
わ
か
や

ま
」
の
経
営
者
を
探
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
賃

貸
借
契
約
を
し
て
、
ホ
テ
ル
経
営
と
い
う
第
二

の
人
生
を
歩
み
は
じ
め
ま
し
た
。

　

平
成
16
年
４
月
に
開
店
し
、
３
年
７
ヶ
月
が

経
ち
ま
し
た
。

　

開
放
的
な
イ
メ
ー
ジ
に
し
た
か
っ
た
の
で
、

す
さ
み
の
海
・
山
そ
し
て
自
然
美
を
生
か
し
た

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
造
り
に
し
ま
し
た
。

	

座
右
の
銘
や
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
て
い
る

言
葉
が
あ
れ
ば
教
え
て
下
さ
い
。
ま
た
、
理
由

も
教
え
て
下
さ
い
。

	

私
は
、
常
々
、
相
互
の
機
縁
が
熟
し
た
時

こ
そ
、
う
ま
く
い
く
と

い
う
「
啐
啄
同
時
（
そ

っ
た
く
ど
う
じ
）」
と

「
坂
の
せ
い
、
石
の
せ

い
、
靴
の
せ
い
、
な
ん

で
も
外
罰
的
な
人
は
悲

し
い
」
の
気
持
ち
を
も

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
ホ
テ
ル
で
は「
地
産
地
消
」

に
こ
だ
わ
り
、
お
客
様
に
楽
し
さ
と
や
す
ら
ぎ

を
提
供
す
る
た
め
、「
笑
み
出
せ
、
声
出
せ
、

元
気
だ
せ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
南
紀
一
番
の

リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

や
は
り
、
海
の
幸
、
山
の
幸
等
こ
こ
で
し
か

味
わ
う
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
を
お
客
様
に
提

供
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

す
さ
み
町
の
代
表
的
な
味
覚
と
し
て
は
、
ケ

ン
ケ
ン
鰹
、
10
月
に
漁
が
解
禁
と
な
っ
た
伊
勢

海
老
、南
紀
名
物
本
ク
エ
、イ
ノ
ブ
ー
タ
ン
王
国

の
名
で
有
名
な
イ
ノ
ブ
タ
料
理
等
が
あ
り
ま
す
。

	

い
ろ
い
ろ
と
特
徴
の
あ
る
こ
と
を
行
っ
て

い
る
ホ
テ
ル
と
お
聞
き
し
ま
し
た
が
・
・
・
。

	
ド
ー
ム
型
の
お
風
呂
で
色
と
り
ど
り
の
バ

ラ
を
浮
か
べ
、
天
井
を
見

上
げ
る
と
昼
間
は
青
空
、

夜
は
星
空
を
眺
め
る
こ
と

が
で
き
る
、
と
て
も
気
分

が
癒
さ
れ
る
バ
ラ
風
呂
が

楽
し
め
ま
す
。
ま
た
、
露

天
風
呂
と
も
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
の
で
、
海
に
面
し
た
四
季
折
々
の
雄
大

な
景
色
を
展
望
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　

こ
こ
か
ら
少
し
山
に
入
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る

姉
妹
ホ
テ
ル
「
山
荘
・
琴
の
滝
荘
」
で
は
、
陶

芸
教
室
や
パ
ン
教
室
等
が
行
わ
れ
て
い
て
、
お

客
様
に
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
し
て
い
た
だ
く
こ

と
で
作
る
喜
び
を
味
わ
っ
て
も
ら
え
ま
す
。

	

年
間
ど
の
ぐ
ら
い
お
客
さ
ん
が
来
ら
れ
ま

す
か
。
ま
た
主
な
客
層
は
ど
う
で
す
か
。

	

年
間
を
通
し
て
宿
泊
者
は
２
８
０
０
０
人

程
度
あ
り
、
ホ
テ
ル
全
室
の
約
70
％
以
上
の
利

用
率
と
な
っ
て
お
り
、や
は
り
金
・
土
曜
日
や
夏

ホテル
ベルヴェデーレ

代表取締役
　坂本信也　氏

ホテル　ベルヴェデーレ
（株式会社　いこいの村わかやま）
住　所：〒649-2621
　　　　和歌山県西牟婁郡すさみ町周参見4857-3
ＴＥＬ：0739-55-3630（代）
ＦＡＸ：0739-55-2929
ＨＰアドレス　http://www.ikoi-w.com
mailアドレス　info@ikoi-w.com

絶景なロケイション

円形のバラ風呂

常連のお客さん

すさみ町の海の幸
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全国健康保険協会について

支部を
統括・支援

支部単位で地域の実情を
踏まえ事業を実施

◎中小企業等の被用者とそ
の家族（約3600万人）が
加入する健康保険（現在の
政管健保）を運営
◎民間出身者を理事長に登
用。民間のノウハウを最大
限導入し、効率化やサービ
ス向上を徹底

運営委員会
（事業主・被保険者・
学識経験者で構成）

評議会
（地域の事業主・被保険者・
学識経験者で構成）

本　部

都道府県支部
（全国47か所）

事業主・被保険者の意見に
基づく自主自律の運営

保険運営の企画
• 都道府県別保険料率の設定
• 財政運営
• 業務改革・サービスの向上
• 医療費分析、情報発信

保健事業（予防）
• 健診
• 保健指導
• 情報提供・相談
 （生活習慣病の予防を強化）

保険給付
• 被保険者証の発行
• 窓口サービス・相談
• 保険給付
• レセプトの点検

※事業所の適用や保険料の徴収の業務は日本年金機構において厚生年金業務と一体的に行い、保険給付に必
要な財源は厚生労働省から協会に交付金として交付

和歌山総合支社
〒640-8331 和歌山市美園町3-32-1　TEL.073-433-0400【引受保険会社】アフラック 近畿テリトリー 和歌山支社

〒640-8324　和歌山市友田町4-123　電話073-422-6136

ノイエスコールセンター 0120－13－8400
〒640-8227　和歌山市西汀丁36和歌山商工会議所2F
【募集代理店】

21世紀がん保険＋特約MAX21

新健康応援団MAXアフラックの
「21世紀がん保険」＋「特約MAX21」

は病気もケガも保障します。

　近畿７府県の商工会が一丸となって、会員の福利厚
生の充実と財政基盤強化の一助として取り組んできた
「貯蓄共済合同キャンペーン」が１１月末日をもって終了
しました。
　キャンペーンの内容は、新規で５口（掛金１万円）以
上の加入者を対象に近畿府県内の特産品等をプレゼン
トするというもので、本県の該当件数は77件（該当者は
63名）でした。近畿特産品をゲットされた方々のお名前
は次のとおりです。（敬称略）
◇紀美野町＝南雄介・西川和美・大野正和・松本恵津
子◇打田町＝団エリカ・木村丈士・西川文敏◇粉河町
＝貴志康弘・児玉豊造◇那賀町＝森下正敏・森下賀代 
◇岩出市＝稲山陽子・小河廣幸・水﨑哲夫・西口健治・
小松隆・安村真基・梅本義久・井神慶久・河尻芳子・
福田至孝・廣瀬孝幸・榎本旬夫・藤本尚・㈲コンテック・
井上敏彦◇かつらぎ町＝小迫久嗣◇吉備町＝宮本善子
◇金屋町＝田中公和・沼秀樹・佐々木さおみ◇日高町
＝森昌洋◇由良町＝㈲大島工業・鈴木一博・三好立夫・
大江夕子・吉田三惠・浅山真澄◇みなべ町＝㈱鈴梅・
瀧 谷 欣 哉・中 野 隆 弘・山 本 靖 子・尾田実・中 村 實 
◇白浜町＝㈲白浜新聞社◇牟婁＝坂本拓◇大塔村＝赤
木晶子◇日置川町＝河野博・苔口修◇すさみ町＝田中
初美・古田宏史・湯川桂・阿部真章◇串本町＝坂井人士・
須賀節夫・須賀佐恵子◇南紀くろしお＝松下行秀・松
村嘉幸・小坂和子◇熊野川町＝杉浦克洋◇県連合会＝
杉本美奈子・中井敏美・池田勉

商工会税務申告・相談日程表

　平成１９年分の所得税と消費税・地方消費税の確定申告に係
る相談について、県下各商工会において、次のとおり税務申
告相談日を設けています。お気軽にご相談下さい。なお、下
記以外にも随時相談を受け付けています。

税務申告の相談はお早めに！！

　中小企業等の従業員とその家族（約
3,600万人）が加入する健康保険を運営
する法人として、本年10月全国健康保険
協会が設立されます。
　同協会は、健康保険法に基づき設立さ
れる保険者（非公務員型の法人）であり、
民間企業等のノウハウを積極的に導入
し、被保険者サービスの向上や業務改革
に取り組んでいくこととしています。
　全国健康保険協会の概要は、次のとお
りです。詳しくは、和歌山社会保険事務
局のホームページ（http://www.sia.
gojp/~wakayama）をご覧下さい。お問
合せ先：和歌山社会保険事務局保険課　
T E L : 0 7 3 - 4 2 1 - 8 6 0 2 、 F A X：
073-435-1852

全国健康保険協会とは？
平成20年10月設立

貯蓄共済の保有増加を目指して!!
近畿府県連合同キャンペーン終わる
和歌山県下該当者は63名（389口）が近畿の特産品ゲット

商工会名 相談日 相談時間 開催場所

下津町

１月８日 火 10:00 〜 16:00
下津町商工会館１月９日 水 10:00 〜 16:00

２月６日 水 10:00 〜 16:00
２月18日 月 10:00 〜 16:00 下津町港湾会館
２月28日   木 10:00 〜 16:00 下津町商工会館

紀美野町 ２月１５日〜 金 9:00 〜 17:00 紀美野町商工会館
本所・支所（土日祝を除く）

粉河町 ２月２５日 月 10:00 〜 16:00 粉河町商工会館
那賀町 ２月26日 火 10:00 〜 15:00 那賀町商工会２月28日 木 10:00 〜 15:00
桃山町 ２月28日 木 10:00 〜 16:00 紀の川市就業改善センター
貴志川町 ２月26日 火 10:00 〜 16:00 貴志川町商工会館
岩出市 ２月22日 金 10:00 〜 16:00 岩出市商工会館２月27日 水 10:00 〜 16:00
かつらぎ町 ２月25日 月 10:00 〜 16:00 かつらぎ町商工会館
高野口町 ２月18日 月 10:00 〜 16:00 高野口町商工会館２月29日 金 10:00 〜 16:00

高野町
２月22日 金 10:00 〜 16:00

高野町商工会館２月25日 月 10:00 〜 16:00
２月29日 金 10:00 〜 16:00

日高町 ２月19日 火 14:00 〜 17:00 日高町商工会館

印南町
２月１日 金 9:00 〜 17:00

印南町商工会館２月４日 月 9:00 〜 17:00
２月８日 金 9:00 〜 17:00

牟婁 ２月１２日〜 火 9:00 〜 16:00 牟婁商工会館
（土日祝を除く）

大塔村 ２月14日 木 9:00 〜 17:00 大塔村商工会館２月15日 金 9:00 〜 17:00
串本町 ２月27日 水 9:00 〜 15:00 串本町文化センター２月28日 木 9:00 〜 15:00

南紀くろしお
２月25日 月 9:30 〜 16:00 太地町公民館
２月28日 木 9:30 〜 16:00 南紀くろしお商工会館　本所２月29日 金 9:30 〜 16:00

古座 ２月25日 月 9:30 〜 15:00 古座商工会館
古座川町 ２月４日 月 9:30 〜 15:00 古座川町中央公民館２月26日 火 9:30 〜 15:00
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☎073－431－7221

和 歌 山 支 店
国土交通大臣登録旅行業第20号

〒640-8044　和歌山市板屋町22（大同生命ビル1F）
営業時間10:00～18:00（日・祝 休）支店長　津　留　敦　徳

平
成
19
年

12
月
10
日
現
在

商
工
貯
蓄
共
済
融
資
制
度

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
年
二
・
五
〇
％
）

　
　
　
　

信
用
保
証
料

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
年
一
・
三
五
％
）

小
企
業
等
経
営
改
善
資
金
融
資
制
度

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
年
二
・
〇
〇
％
）

国
民
生
活
金
融
公
庫
普
通
貸
付
（
基
準
利
率
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
年
二
・
三
〇
％
）

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
付
（
基
準
利
率
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
年
二
・
三
〇
％
）

〒640-8227  和歌山市西汀丁26（県経済センター4Ｆ）
TEL：073-402-2111　FAX：073-425-5086

e-mail：roushi.s.s.k@carrot.ne.jp
ホームページ：http://www.waroushi.jp 

【構成団体】
連合和歌山・経営者協会・商工会議所連合会・商工会連合会・中小企業団体中央会

和歌山県地域労使就職支援機構
（厚生労働省委託事業）

　■再チャレンジ支援事業（トライアル雇用）の推進
　■企業面談会
　　職業能力向上セミナー
　■無料職業紹介
を行っています。詳しくは下記まで！

等の開催

（
予
定
を
含
む
）

【
１
月
】

８
日	

経
済
団
体
連
合
会
新
春
賀
礼
会

	

（
和
歌
山
市
）

23
日	

商
工
会
職
員
研
修
（
田
辺
市
）

～
25
日

25
日　

企
業
防
災（
B
C
P
）セ
ミ
ナ
ー

（
和
歌
山
市
）

28
日	

第
２
回
専
門
ス
タ
ッ
フ
研
修
会

～
29
日		

（
和
歌
山
市
）

【
２
月
】

17
日	

第
１
４
８
回
珠
算
検
定
試
験

20
日	

第
35
回
１
級
販
売
士
検
定
試
験

	

第
61
回
３
級
販
売
士
検
定
試
験

27
日	

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
職
員
協

議
会
理
事
会
（
大
阪
市
）

　設立30周年記念講演　岩出市青年部
岩出市商工会青年部が設立30周年記念講演会を開催する。
「まけへんで～廃業そして再生へ～」と題して水谷洋一西宮冷蔵（株）代表取締役が熱弁する。

日　時　　２月３日（日）13:30～
場　所　　岩出市「ホテルいとう」４階鳳凰の間
参加費　　無　料
定　員　　先着２００名
対　象　　商工会員、青年部員、経営者、一般

お申し込みは、岩出市商工会（ＴＥＬ：０７３６－６２－７１１１）まで。

※内容等詳しくは、お近くの商工会または県商工会連合会まで、お問い合わせ下さい。

プラン

8,000円入院給付金日額
プラン

7,000円
プラン

5,000円
プラン

3,000円
お申込みコース

新年あけまして おめでとうございます
昨年は、商工会の各種共済にご加入いただき誠にありがとうございました
本年も大きな安心をお届けする商工会の共済をよろしくお願いいたします

さて、１年の計は元旦にありと申します・・
この１年の出発を商工会の共済加入から始めてみてはいかがでしょうか

※１口の掛金は、全モデル２，０００円で、解約は随時。
◆ 商 工 貯 蓄 共 済 ◇モデル１（10年満期型）

◇モデル６（５年満期型）
◇モデル８（10年満期保障重視型）

ご加入できる方・・商工会の会員・家族・従業員
◇モデル1は、保険年齢6歳から65歳までの健康な方
　※1口の死亡保障額は・・・・
  6歳～46歳100万円　 47歳～54歳50万円　55歳～65歳25万円　
◇モデル6は、保険年齢6歳から70歳までの健康な方
　※1口の死亡保障額は・・・・
　6歳～34歳30万円　　35歳～70歳25万円
◇モデル8は、保険年齢6歳から65歳までの健康な方
　※1口の死亡保障額は・・・・
　6歳～39歳500万円　40歳～48歳300万円　
　　　　　　　　　　 49歳～56歳150万円　57歳～65歳75万円

貯蓄積立金と利息
◇毎月の掛金から年1回の保険料と経費を差し引き、残りの貯蓄積立金に利息を付けて複利計算します。

貯蓄積立金の返戻
◇満期時には貯蓄積立金元利合計に満期配当金を加算した額を加入者にお返しします。
◇中途で解約される場合でもそれまでの貯蓄積立金元利合計額をお返しします。

交通傷害保険を付することができます
◇死亡保険金は、貯蓄共済加入1口につき101万4千円です。
◇後遺傷害保険金は、1口につき程度に応じ保険金額の3％から100％です。
◇入院保険金は、1口につき1日1,000円（入院日数180日が限度）
◇通院保険金は、1口につき1日666円（実通院日数90日が限度）

保険料
◇1口につき年間1,170円（毎年掛金から生命保険料と合わせて差し引かれます）

保障期間
◇各保険金とも事故日から180日以内です。
◆この共済の最大メリットの1つである格安な保険料（集団扱）を十分活かした制度の提供です。

病気・ケガでの入院の保障重視は
　　　　　　新型医療共済のご加入を！
病気・ケガでの入院の保障重視は
　　　　　　新型医療共済のご加入を！
医療共済制度の

6大特長
■医療共済制度■

～家族特約付 新型医療保障保険（団体型）～
①日帰り入院から保障（短期間の入院でもしっかり保障されます）
②1入院120日・通算1,095日の充実保障（入院給付金は、1回の入院につき120日、疾病・傷害
をそれぞれに通算して1,095日を限度に保障されます）
③万が一の保障は100万円（死亡した場合には、100万円お支払いします）
④満79歳6ｶ月までご継続可能（ご加入後、更新して継続される場合は、更新日時点において満
79歳6ｶ月までご継続いただけます）

⑤配偶者やお子様もご加入いただけます（※配偶者とお子様のご加入には一定の制限があり
ます。詳細を確認下さい）
⑥お申込みは簡単です（面倒な診査等もなく、簡単な告知のみでお申込みいただけます）

新型医療保障保険の補完商品「あなたにも」について
☆医療共済加入時に告知を提出し、謝絶となった方や3年前に胃潰瘍の手術を受けた、血圧を下げる薬を飲
んでいる、健康診断で肥満と診断された等の理由で生命保険に加入できなかった50歳～80歳までの方が
5つの告知項目すべてが「いいえ」であればご加入いただける終身保険です。

☆万一のための安心保障が一生涯つづきます。
☆医師の診査は不要。「かんたん告知」で加入できます。
☆経過年数に応じた「解約返戻金」があります。

加入資格は、和歌山県商工会連合会傘下商工会の会員・家族並びに従業員の皆様が対象です。

☆加入頂いた方には、24時間電話健康相談サービス
医師の手配・紹介サービスがうけられます。
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